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平
成
十
八
年
十
一
月
三
日

（
金
）
午
前
九
時
か
ら
鹿
部

中
央
公
民
館
に
お
い
て
平
成

十
八
年
度
鹿
部
町
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
小
中
、
陶
芸
、
水
墨
画
、

刺
繍
、
写
真
な
ど
色
々
な
展

示
発
表
を
は
じ
め
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
押
花
体
験
、

お
は
な
し
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

七
宝
焼
体
験
な
ど
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
楽
し
い
一

時
を
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
小
学
校
を

は
じ
め
９
団
体
が
参
加
し
た
、

芸
能
発
表
が
開
催
さ
れ
約
４

０
０
人
の
観
覧
者
が
来
場
い

た
し
ま
し
た
。

　

出
演
さ
れ
た
団
体
は
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
皆
さ

ん
に
一
生
懸
命
演
じ
て
お
り

ま
し
た
。

　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
は

吉
本
興
業
札
幌
事
務
所
に
所

属
し
て
お
り
ま
す
、
桂　

枝

光
氏
（
か
つ
ら
し
こ
う
）
を

講
師
に
招
き「
笑
い
と
健
康
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。

　

桂
枝
光
氏
は
、
１
９
９
１

年
に
札
幌
へ
移
住
し
、
北
海

道
で
の
地
道
な
高
座
活
動
が

評
価
さ
れ
、
２
代
目
桂
枝
光

を
襲
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
北
海
道
の
殆

ど
を
講
演
し
て
き
た
体
験
談

を
交
え
な
が
ら
、
笑
い
の
あ

る
楽
し
い
講
演
と
な
り
ま
し

た
。

　

北
海
道
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
で
は
、

全
道
組
合
会
員
１
、
０
７
４
施
設
に
「
こ
ど
も
１
１

０
番
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
毎
日
の
よ
う
に
、
子
ど
も
が
被
害
に
遭
う

機
会
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
危
険
か
ら

「
子
ど
も
を
守
る
」
こ
と
は
重
要
な
社
会
問
題
で
あ

り
、
と
り
わ
け
地
域
ぐ
る
み
に
お
け
る
取
り
組
み
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

宿
」
の
取
り
組
み
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

宿
泊
施
設
は　

時
間
営
業
で
、
子
ど
も
達
の
登
下

２４

校
時
に
、
子
ど
も
の
姿
を
見
た
ら
、「
お
は
よ
う
」「
こ

ん
に
ち
は
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
よ
う
に
努
め
、
こ

ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

楽
し
く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
宿
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
宿
」の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
見

て
、
子
ど
も
が
宿
に
助
け
を
求
め
て
き
た
場
合
、
子

ど
も
を
保
護
し
、
子
ど
も
に
代
わ
っ
て
１
１
０
番
通

報
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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※町内では、鹿部温泉旅館組合
に加盟している、旅館、ホテル
にステッカーを配付しておりま
す。�������	
��
����

�
�
�
�
�
�
�
�
	



���������（３）

����������������������	��������	
　昨年、文部科学省の指定を受け実施されました「キャリア・スタート・ウィーク推進事業」を今年は町
独自に中学１年生５４名を対象に町内１１箇所の事業所で実施しました。
　最近、世の中ではニートやフリーターの増加という問題が起きてきていますが、若いうちに正しい職場
観を持たせる意味を含め、生徒には働くことに対する興味・関心、進路選択への意識や、働くことの意義、
喜び、働く人々への感謝の心、物を大切にする心、礼儀作法や言葉遣いなど、体験学習を通じて学ぶこと
ができるよう実施されました。

　鹿部郵便局には、６名の生徒が窓口販売やマナー実技、お金の数え方などを
体験することができました。生徒は少し緊張ぎみでしたが、１つ１つ学んでい
くうちに緊張もほぐれ、楽しく自然に対応していまし
た。
　道場水産では、鹿部町の特産品でもあるタラコの商
品詰め等を体験しました。

　だんだんと寒くなってくるこの時期、立ったままの水仕事に生徒達は一生懸命
手際よくがんばっていました。
　そのほかにも、鹿部ロイヤルホテル、総合体育館、中央公民館、鹿部カントリークラブ、役場、渡島リ
ハビリテーション、間歇泉公園、社会福祉協議会及び鹿部漁業協同組合の各事業所にわかれ、貴重な体験
をすることができました。

　

子
ど
も
達
を
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
下
校
時
に
交
差
点
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
見
守
り

隊
」
を
つ
く
り
、
午
後
１
時
過
ぎ
か
ら
３
時
ご
ろ
ま
で
安
全
に
帰

宅
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

月　

日
ま
で
続
け
ら
れ
た
「
見
守
り
隊
」
に
鹿
部
小
学
校
児

１０

３１

童
を
代
表
し
て
児
童
会
会
長　

釜
澤
直
弘
君
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
お
礼
を
言
い
ま
し
た
。
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お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
、
ぼ
く
た
ち
の
下
校
の
様
子

を
温
か
く
、
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雨
や
風
が
強
く
、
少
し
心
細
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
も
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
の
み
な
さ
ん
が
し
っ
か
り
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
安
心

し
て
下
校
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
も
、

気
を
つ
け
て
運
転
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
自
分

達
で
も
安
全
に
下
校
す
る
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
僕
た
ち
も
、
し
っ
か
り
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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認
知
症
と
は
、
い
っ
た
ん
発
達

し
た
知
能
が
、
脳
や
体
の
病
気
に

よ
っ
て
、
普
段
の
社
会
生
活
に
支

障
を
き
た
す
ま
で
に
低
下
し
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
こ
の
状
態
は
一

時
的
で
は
な
く
継
続
し
て
み
ら
れ
、

記
憶
力
や
見
当
識
（
時
間
や
場
所
、

人
を
識
別
で
き
る
こ
と
）、
判
断

力
、
計
画
力
な
ど
が
阻
害
さ
れ
ま

す
。
進
行
す
る
と
様
々
な
障
害
か

ら
普
通
の
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
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今
の
と
こ
ろ
根
治
す
る
方
法
の

見
つ
か
っ
て
い
な
い
認
知
症
で
す

が
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
発
症
の

時
期
を
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
を
１
年

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
有

病
率
（
一
定
の
集
団
の
中
の
特
定

の
病
気
の
割
合
）
を　

％
減
ら
す

１０

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
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認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も

も
っ
と
も
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
よ
る
も
の
で
、
次
に
多

い
の
が
脳
血
管
障
害
（
脳
梗
塞
・

脳
出
血
な
ど
）
か
ら
起
こ
る
認
知

症
で
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

認
知
症
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て

少
し
ず
つ
進
行
し
ま
す
。
一
方
、

脳
血
管
障
害
に
よ
る
認
知
症
は
、

脳
血
管
障
害
の
あ
と
に
発
症
し
、

段
階
的
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

歳
以
上
の
認
知
症
で
は
、
お
よ

６５そ
２
人
に
１
人
以
上
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
が
原
因
で
す
。
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１
。
有
酸
素
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
体
操
、
水
泳
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
は
、
脳
の
血
流
を
増
や
す
こ
と

な
ど
か
ら
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

２
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と

り
ま
し
ょ
う

・
野
菜
を
多
く
食
べ
よ
う　

　

野
菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
抗

酸
化
作
用
が
認
知
症
発
症
リ
ス
ク

の
低
減
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

�

・
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
よ
う

　

青
背
の
魚
（
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、

サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
等
）
に
含
ま
れ

る
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
）
等
の
不
飽
和
脂
肪
酸

に
は
、
脳
の
神
経
伝
達
や
血
流
を

よ
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

３
。
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

脳
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
。

・
記
憶
力
を
積
極
的
に
使
お
う
。

・
複
数
の
こ
と
に
注
意
を
配
ろ
う
。

・
計
画
力
や
思
考
力
を
養
お
う
。

　

介
護
予
防
は
、
自
分
ら
し
く
い

き
い
き
と
生
き
て
い
く
た
め
に
、

生
涯
を
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
支
え

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
う
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
目

標
に
合
わ
せ
、
介
護
予
防
を
実
践

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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◎　

平
成　

年
度
は
、
入
札
参

１８

加
資
格
審
査
等
（
平
成　

年
１９

２
月
１
日
〜
２
月　

日
ま
で

２８

受
付
）
で
交
付
請
求
が
相
当

数
見
込
ま
れ
ま
す
。
混
雑
し

ま
す
と
請
求
当
日
に
発
行
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
交
付
請
求
は
早
め
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎　

郵
送
に
よ
る
請
求
も
受
付

し
て
い
ま
す
。

◎　

交
付
請
求
に
必
要
な
手
続

き
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
函

館
税
務
署
（
０
１
３
８－

３

１－

４
４
４
１
）
又
は
鹿
部

町
役
場
税
務
課
（
７－
５
２

９
２
）
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
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e-Tax

　
     
を
利
用
す
れ
ば
、
源

泉
所
得
税
の「
徴
収
高
計
算
書
」

の
作
成
及
び
納
付
が
簡
単
に
で

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

「
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
」
の

様
式
に
準
じ
た
入
力
画
面
に
必

要
事
項
を
入
力
し
て
「
所
得
税

徴
収
高
計
算
書
デ
ー
タ
」
を
作

成
し
ま
す
。
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作
成
し
た
デ
ー
タ
に
電
子
署

e-Tax

名
を
付
与
し
て
、     
に
送

信
し
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
を
目
途
に
電

１９

子
署
名
を
不
要
と
す
る
改
善
を

目
指
し
て
い
ま
す
。�

�
�
�

�
�
�
�

e-Tax

　
     

の
「
メ
ッ

セ
ー
ジ
ボ

ッ
ク
ス
」

か
ら
該
当

す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

選
択
し
て
、

受
付
結
果

を
確
認
し
ま
す
。（
納
付
区
分

番
号
を
取
得
す
る
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
イ
キ
ン

グ
等
の
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン

し
て
、
納
付
し
ま
す
。（
詳
細

は
、「
電
子
納
税
の
流
れ
１
及

び
２
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
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の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ

ク
ス
」
か
ら
該
当
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
選
択
し
て
、
納
付
完

了
を
確
認
し
ま
す
。
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職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、

配
置
転
換
、
労
働
条
件
の
不
利

益
変
更
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
）

等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

北
海
道
労
働
局
の
各
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ

ら
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
無
料
、

迅
速
に
解
決
す
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
個
別
労
働
紛
争
の
解
決
援

助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
労
働

相
談
、
判
例
等
の
情
報
提
供
、

労
使
双
方
の
話
し
合
い
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
紛
争
を
解
決

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
等
各
種
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

函
館
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

時
間
：
９
時
〜　

時　

分

１７

１５

℡
：
０
１
３
８
・
２
３
・
１
２
７
６

　

「
民
事
訴
訟
最
終
告
知
」、

「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟

最
終
通
告
書
」
等
の
名
称
の
架

空
請
求
ハ
ガ
キ
及
び
封
書
に
関

す
る
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

実
際
に
金
銭
を
騙
し
取
ら
れ
る

と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
様
な
ハ
ガ
キ
又
は

封
書
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、

次
の
こ
と
を
参
考
に
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
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１３：１０下 大 岩 バ ス 停 前

大　岩
１３：１１渡 部 良 次 宅 前
１３：１２和 田 泰 治 宅 前
１３：１３川 村 商 店 前
１３：１４盛 田 武 一 宅 前
１３：１６シ シ ペ 生 活 館 前

シシペ １３：１７岩 井 一 雄 宅 前
１３：１８中 居 敏 夫 宅 前
１３：２０渡 島 信 金 前

鹿　部
１３：２２葛 西 商 店 前

１３：４５鹿部ロイヤルホテル前

本　別

１３：５０出 来 澗 会 館 前
１３：５４小 笠 原 和 夫 宅 前
１３：５５蓬 莱 谷 商 店 前
１３：５７米 本 泰 弘 宅 前
１３：５８中央本別バス停前
１４：００宝 光 寺 前
１４：０２松 本 商 店 前

鹿　部
１４：０５役 場 前
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老
齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
）
に
は
、
所
得
税
法
上
、「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
）。

　

所
得
税
は
、
受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す

が
、
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
の
は
、
年
金
額
が
１
５
８

万
円
（　

歳
未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
）
以
上
の
方
の
み

６５

で
す
。

　

所
得
税
に
は
、
納
税
者
の
税
を
負
担
す
る
能
力
に
応
じ

た
課
税
を
行
う
た
め
に
、
各
種
の
控
除
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉
徴
収
の
際
に
は
、
こ
の
控

除
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
『
公
的
年
金
等
の

受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）』（
以
下
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
と
い
い
ま
す
。）
を
、
社
会
保
険
庁
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
毎
年　

月
下
旬
に
社
会

１０

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
す
み
や
か
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
限
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
が
指
定
す

る　

月
上
旬
の
日
（
今
年
は　

月
１
日
）
が
扶
養
親
族
等

１２

１２

申
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
や
無
く

し
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
に
は
、
函
館
社
会
保
険
事
務
所

ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０－

０
７－

１

１
６
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
届
書
で
す
。
申
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

控
除
申
告
が
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
７
年
に
作
成
し
、
全
戸
配
布
い
た
し
ま

し
た
「
駒
ケ
岳
が
怒
っ
た
時
」
防
災
ビ
デ
オ
に

つ
い
て
、
在
庫
が
無
く
な
り
近
年
転
入
さ
れ
た

方
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ビ

デ
オ
購
入
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
配
布
さ
れ
て

い
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
、

役
場
総

務
・
防

災
課
ま

で
お
問

合
せ
願

い
ま
す
。
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　北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を解明し、
その抑止を図ることを目的として、平成１８年６月
に「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問
題への対応に関する法律」が施行され、毎年１２月
１０日から１６日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週
間」とすることとされました。
　我が国の緊急の国民的問題である拉致問題の解
決を始とする北朝鮮当局による人権侵害問題につ
いての関心と認識を深めていくことが大切です。
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　森警察署管内では、９月中増加していた刑法犯発生件数が、１０月中は逆に－７件と再び減少傾向となり
ました。
　これは、森町内における窃盗犯の発生件数が前年比－９件と大幅に減少したことによるものです。
　これからも、防犯意識を向上させ「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。
森地区防犯協会からのお願い
　現在、森町町内会連合会、鹿部町町内会連合会では青色回転灯装着車を運用し、地域における犯罪の抑
止活動、子どもたちの安全確保等を目的に町内を巡回しておりますが、自家用車に青色回転灯を装着し、
地域を巡回して頂ける方を順次募集しております。
　協力して頂ける方は、または活動内容についてお聞きになりたい方は遠慮なく、森警察署生活安全係若
しくは役場民生課まで連絡ください。

〇冬道の安全運転のポイント
　・スピードダウンの励行！
　・車間距離の十分な保持！
　・急発進、急ブレーキ、急ハンドル、急加速の禁止

��������	
��

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

１件０件１件０件２件町　内

��������	
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物損事故傷者数死者数発生件数

１０件１人０人１件町　内
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　日本司法支援センター「法テラス」は、法的トラブルを
解決するための情報やサービスを全国どこでも受けられる
よう、全国５０カ所以上の事務所を置き、１０月２日より以下
の業務を開始しました。
　法的トラブルを解決するのにどのような方法があるのか
わからない、どこに相談すればよいのかわからない、とい
ったときは、法テラスコールセンターまでお気軽にお電話
ください。
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日本司法支援センター函館地方事務所（法テラス函館）
電話　０５０－３３８３－５５６０
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　粗大ゴミは、電話申込による予約制となります。
　毎週木曜日に回収しますので、��������	
�����にお申し込みください。
�������	
������������	����

・回収作業は午前８時からとなりますので、それまで
に名前の書いた紙をはり、自宅前に出してください。
・一度に出せるゴミは、２個までです。（衣類のみの
場合は４個まで）
・��������	
��������������
�������	
����綿５０％以上のものはリ
サイクルできますので、回収ボックスにお持ちくださ
い。
　（回収ボックス設置場所：役場、本別中央会館）
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平成１８年１０月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８２３世帯（－１０）
　男　　２，３５２ 人 （－１０）
　女　　２，４７１ 人 （－８）
　計　　４，８４１ 人 （－１８）

●６５歳以上の人口 １，１１４人
　高齢化率　　　　２３．０％
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高　

橋　

静　

雄
さ
ん

大
清
水　

幸　

子
さ
ん ��

�
五
六
歳

五
六
歳 �

�鹿
部

宮
浜
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原　

田　
 
樹 　
 
希 
く
ん

い
つ 

き

久
保
田　
 
龍 　
 
生 
く
ん

り
ゅ
う 

せ
い

�
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匡　

修

正　

人 �
�鹿

部
宮
浜

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

� �����������������������������������������������������������������������������������������

（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


